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業
の
創
出
に
力
を
注
ぎ
、
県
全
体
の
活
性
化

に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
み
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
に
、
安
心
し
て
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
保
育
人
材
の
確

保
な
ど
、
少
子
化
へ
の
対
応
に
加
え
て
、
子

供
た
ち
へ
の
教
育
の
推
進
や
最
先
端
科
学
技

術
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
、
本
県

の
将
来
を
支
え
て
い
く
人
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保

す
る
た
め
、
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
や
災
害
に
備
え
た
強
靭
な
県
土
づ

く
り
な
ど
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
と
も
県
民
目

線
で
県
勢
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
中
に
圏
央
道
の
県
内
全

区
間
の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
民

県
政
ク
ラ
ブ
は
、
沿
線
地
域
の
発
展
に
向
け

て
、
開
通
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
企
業

誘
致
や
効
果
的
な
物
流
体
系
の
構
築
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
県
に
集
積
し
た
最
先

端
科
学
技
術
等
を
活
用
し
た
新
産
業
・
新
事
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リ
オ
五
輪
の
感
動
が
脳
裏
に

去
来
す
る
中
、
新
し
い
年
、
平

成
二
十
九
年
が
明
け
ま
し
た
。

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
あ
と
三
年
半
で
す
が
、
本

県
で
は
、
そ
の
前
年
に
四
十
五

年
ぶ
り
の
茨
城
国
体
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
が
待
ち
遠
し
く
な
る

酉
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
経
済
を
け
ん

引
す
る
安
倍
政
権
の
デ
フ
レ
脱

却
政
策
は
、
有
効
求
人
倍
率
の

上
昇
に
伴
う
雇
用
の
創
出
と
安

定
、
実
質
賃
金
の
向
上
に
よ
る

個
人
消
費
拡
大
へ
の
期
待
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
て
い

ま
す
。
地
方
経
済
も
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
回
復
基
調

に
は
あ
り
ま
す
が
、
県
民
が
等

し
く
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
閉
塞
感
打
破
な
ど

に
よ
り
一
層
取
り
組

む
政
治
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、

我
々
は
新
年
度
県
予

算
編
成
を
前
に
「
平

成
二
十
九
年
度
い
ば

ら
き
自
民
党
重
要
政

策
大
綱
︱
安
心
、
い
き
い
き
、

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
茨
城
県
を
目

指
し
て
」
を
知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。
新
規
七
十
、
修
正
六
十

を
含
む
計
二
千
四
百
三
項
目
で
、

前
年
を
十
四
項
目
上
回
り
ま
し

た
。
所
属
議
員
四
十
四
名
が
こ

の
一
年
間
に
取
り
組
ん
で
き
た

議
会
活
動
や
政
務
調
査
活
動
な

ど
に
加
え
、
各
種
団
体
か
ら
聴

取
し
た
要
望
を
ベ
ー
ス
に
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
災
害
に
強
い
県
づ
く

り
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
社
会

対
策
や
地
方
創
生
の
実
現
な
ど

様
々
な
県
政
課
題
に
対
し
、
民

意
の
反
映
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
難
題
に
果
敢
に
挑
む
安

倍
政
権
が
国
民
の
高
い
支
持
を

得
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
会
派

も
一
丸
と
な
っ
て
、
新
た
な
県

勢
発
展
に
挑
戦
す
る
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
結
束
を
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
か
ら
日
頃
の
活
動

の
中
で
頂
い
て
い
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を
も

と
に
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
編
成
に
向
け
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
健
康
で
安
心
し

た
子
育
て
環
境
の
充
実
、
安
心
の
医
療
・
介

護
の
推
進
、
教
育
環
境
の
充
実
、
安
定
し
た

雇
用
の
確
保
、
貧
困
・
格
差
の
是
正
な
ど
に

重
点
を
置
い
た
要
望
千
六
十
一
項
目
を
、
県

政
要
望
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
昨
年
末
に
知

事
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
格
差
是
正
や
地
域
医
療
、
教

育
な
ど
の
人
材
投
資
が
経
済
成
長
に
繋
が
る

こ
と
に
視
点
を
置
き
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

人
材
育
成
を
中
心
と
す
る
、「
人
へ
の
投
資
」

が
希
望
と
元
気
に
満
ち
た
県
政
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
政
策
実
現
の
た
め
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
た
な
政
党
「
民
進
党
」
を
結

成
し
「
自
由
」「
共
生
」「
未
来
へ
の
責
任
」

を
結
党
の
理
念
に
置
き
、
人
へ
の
投
資
、
公

正
な
配
分
、
格
差
の
是
正
に
よ
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
が
発
揮
で
き
る
環
境
を
整

え
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
経
済
の
実
現
を

目
指
し
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

我
々
民
進
党
県
議
団
も
、
県
民
に
寄
り

添
っ
た
活
動
と
そ
の
政
策
実
現
の
た
め
更
な

　

本
年
は
茨
城
の
強
み
を
活
か
し
て
、
積
極

的
に
将
来
の
課
題
に
も
挑
戦
す
る
一
年
と
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
十
二
日
二
十
二
日
。
私
共
県
議
会
公

明
党
は
、
橋
本
知
事
に
対
し
て
百
八
十
五
項

目
に
わ
た
る
「
平
成
二
十
九
年
度
予
算
編
成

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
全

て
の
県
民
の
皆
さ
ま
が
光
り
輝
く
い
ば
ら
き

を
つ
く
る
た
め
に
、
徹
底
的
な
調
査
と
対
話

の
中
か
ら
発
想
し
た
要
望
・
提
案
で
す
。
知

事
に
対
し
そ
の
実
現
を
強
く
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
中
で
も
、
東
海
第
二
原
発

へ
の
対
応
や
地
震
、
津
波
、
台
風
な
ど
へ
の

備
え
は
県
政
の
最
優
先
の
課
題
で
す
。
東
海

第
二
原
発
の
再
稼
動
が
事
業
者
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、 

県
議
会
公
明
党
と
し
て
は

廃
炉
に
す
べ
き
と
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
現
場
第
一
主
義
で
「
生
活
大
県
い

ば
ら
き
」
を
つ
く
る
た
め
全
力
で
働
い
て
ま

い
り
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
東
京
圏
へ
の
一

極
集
中
な
ど
、
茨
城
県
が
か
か
え
る
課
題
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方
、
高
速
道
路
や
港

湾
の
整
備
、
震
災
か
ら
の
力
強
い
復
興
の
動

き
な
ど
茨
城
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
大
き

な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
じ
め

て
開
催
さ
れ
た
県
北
芸
術
祭
は
、
地
域
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

暮
ら
し
・
憲
法
を
ま
も
る

共
同
、さ
ら
に
前
に 日本共産党
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党

山中　たい子

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
前
に
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
福
祉
や
医
療
体
制
、
子
育
て
支
援

の
充
実
な
ど
、
県
民
要
望
は
切
実
で
す
。
農

業
対
策
の
柱
は
価
格
保
障
・
所
得
補
償
で
す
。

中
小
企
業
の
仕
事
を
増
や
す
に
は
、
住
宅
や

商
店
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
経
済
効
果

抜
群
で
す
。
全
国
八
位
の
財
政
力
は
、
暮
ら

し
の
た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
等
の
水
源
開
発
や
常
陸
那
珂

港
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
を
推
進
し
、
土
地
開
発

の
破
た
ん
処
理
に
二
千
億
円
以
上
投
入
す
る

な
ど
、
大
型
開
発
優
先
の
県
政
運
営
は
間

違
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
第
二
原
発
は
本
年
十
一
月
、
運
転
開

始
か
ら
三
十
九
年
と
な
り
ま
す
。
再
稼
働
も

二
十
年
延
長
も
認
め
な
い
世
論
と
運
動
を
広

げ
廃
炉
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
暮
ら
し
と
憲
法
を
守
る
共
同
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。

　

二
○
一
六
年
は
、
暴
走
政
治
を
許
さ
な
い

政
治
の
流
れ
が
国
政
で
も
地
方
政
治
で
も
発

展
し
、
希
望
を
広
げ
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法

を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
一
点
で

共
同
し
、
十
一
の
一
人
区
で
野
党
統
一
候
補

が
勝
利
し
ま
し
た
。
新
潟
知
事
選
挙
は
、
原

発
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
を
掲
げ
た
候
補
が
圧
勝
。

つ
く
ば
市
長
選
挙
で
は
、
住
民
投
票
な
ど
で

共
同
し
市
民
第
一
を
公
約
し
た
市
長
が
誕
生
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